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研究成果の概要（和文）： 
 障害のある生徒と成人における継続的就労を支援するシステムを以下の 3つの点について実
証的に検討した。すなわち、（1）当事者のベストパフォーマンスをひきだすための援助方法を
含めたポートフォリオの作成と運用、（2）個別の当事者の行動成立に必要な援助内容を同定す
るためのシミュレーション設定の効果、（3）当事者自らが自分の行動成立のための「自己管理
行動」の支援方法の検討、である。 
 
研究成果の概要（英文）： 
This research studied the support systems for continuous working in the individuals with 
disabilities from three aspects as follows, (1) developing the format and management 
system of “portfolio” which includes the necessary support conditions for the individuals, 
(2) analysis of the effects of “simulation setting” which is built for identifying the variables 
which bring out the full- potential of individuals, and (3) finding the support methods of 
self-management which enable to conduct his/her own behavior in each individuals.   
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１．研究開始当初の背景 
障害者の就労に関わる当事者のスキル獲
得の研究や実践報告はこれまでも数多く発
表されてきている。また現場の就労やジョブ
コーチ育成についての文献も内外で数多く
刊行されている。さらに障害者就労における
課題・業務分析に関わる機能分析に関わる研
究もテキストとして刊行されている

（Shepherd,2001）。 
しかし、これらは個別職場に対する適応方
法が中心であり、必ずしも学校、企業、行政
などの地域セクターの連携や、学校時代から
就労継続に至る継続した支援を行う包括的
な方法を提供しているとは言い難く、継続的
就労の実現に向けたセクター間の効率的支
援連携のためのロジックや具体的方法の検
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討は不十分である。 
われわれは、「援助」（新しい環境設定の開
発）、「援護」（環境設定の定着のための要請）、
「教授」（それらを前提とした指導）という 3
つの作業連関を想定した「対人援助学」モデ
ルのもとに、学生チーム（学生ジョブコーチ）
による就労支援の活動を行ってきた。そこで
は、特別支援学校高等部生徒や福祉施設に在
籍する利用者を対象に、企業実習（施設外支
援を含む）や一般就労の場において、既存の
職業的ジョブコーチでは対応し難い、卒業直
後の移行や長期に亘る就労支援を通じて、継
続的就労に必要な「援助設定」（人的・物理
的支援環境）や「教授方法」の有効性の証明
を行い、その情報を企業・学校に提供（「援
護」）し、セクター間の仲介的な機能を果た
してきた（望月,2010；中鹿,2010）。 
 
２．研究の目的 
 上記したような研究活動の結果として、継
続的な就労支援を実現する上で、現状では、
学校、福祉施設、そして受け入れる企業にお
いても、支援方法、当事者に関する情報蓄積、
情報移行の方法、さらに個別の個人における
目標設定の置き方それ自体にも改善すべき
学術的・実践的課題が残されていることが明
らかになった。 
 そこで当研究においては、そうした課題を、
京都市の特別支援学校、市内の移行施設等と
連携して、1）個別個人の就労継続に必要な
「援助設定」を含んだポートフォリオの作成
とその運用、2）より精緻に就労スキル獲得
と維持に必要な援助方法を、個別個人におい
て同定するシミュレーション設定（疑似店
舗）の機能の検討、3）そのように特定個人
のために構造化された環境下で、単なる個別
の就労作業スキルの獲得だけではなく、自発
的に自らの作業内容を「カイゼン」したりス
ケジュールを自ら作成するといった「自己管
理行動」（Self-management Behavior）を促
進する援助（教授）設定を実証的に検討する。 
さらに移行施設成人を対象として、4）職
場における自己管理のひとつとして、参加者
自らが他のメンバーの職務スキル獲得に対
して「支援者」として行動することができる
かを検討する。 
 
３．研究の方法 
（1）対象者：特別支援学校２校に在籍する
軽度の知的障害のある高等部３年生徒３名、
および中度の知的障害のある１年生の生徒
１名。成人については、移行施設に在籍する
軽度の知的障害のある利用者４名を、個別も
しくはグループとして対応した。 
（2）支援者（実験者）：筆者と研究分担者お
よび大学院生と学部学生からなる「学生ジョ
ブコーチグループ」であった。 

（3）就労実習のフィールド 
 ①一般事業所における就労内容：高等部生
徒（３年生）においては地域のホームセンタ
ーにおける店舗のバックヤードおよび品出
しなどの業務。移行施設における成人は、市
内の宿泊施設における清掃業務を行った。 
 ②構造化されたシミュレーション設定で
の就労支援：高等部生徒３名および移行施設
利用成人（上記とは別人）１名は、大学校舎
内に建造された喫茶店仕様のシミュレーシ
ョンショップ（Café Rits）とそのデリバリー
業務については当該校舎外のキャンパス全
体が使用された。ショップは、ホールと厨房
に分かれ、レジスターと電話、ファックスの
あるカウンターが置かれている（下図参照）。 
 

 ホール部分は全 20席ほどの大きさで、対
象者は接客業務（注文受付、厨房への伝達、
配膳、下膳）を行い店長と厨房担当には学生
があたった。対象者のジョブコーチ役として
は、別の学生が専属につく他、適宜店長も指
示を出した。客はすべて学生（あるいは教員）
であらかじめ注文内容から支払に使う貨幣
まで計画された内容でその役割を行った。 
（4）一般的な支援方法 
 ①目標設定： 模擬店舗での実習を行った
対象者については、当事者のそれまでの経緯
に関して、過去の実習において記録された対
象者のパフォーマンスから、「どのような条
件（援助・教授設定）」があれば「どのよう
な行動が可能か」、そして「その結果どのよ
うなフィードバックがあるか」という三項随
伴性（three term contingency）を基本とし
たポートフォリオ（「できますシート」）を作
成し、新たな職場（模擬喫茶点）において、
どのような作業が可能であるかが計画され
た。この計画策定には、対象者の保護者、学
校教員も参加した。 
 ②現場での支援： 各職場において、学生
ジョブコーチは、当該職場の業務について課
題分析表を作成し、それをもとに、プロンプ
トとフェイディングによる系統的教示
（systematic instruction）による支援を行っ
た。記録は、専任記録者が課題分析表へのチ
ェックと VTRの撮影によって行われた。ま
た一部生徒については、作業従事の前に熟達



者および自らの作業ビデオを観察するビデ
オ・モデリングの方法が用いられた。 
 ③実習から得られた情報の蓄積と移行：各
職場における実習経過の結果は、当事者のポ
ートフォリオ（「できますシート」）を新たに
更新したものとして整理され、①と同様に、
どのような条件（援助・教授設定）があれば
当該の職務遂行が可能であったかの詳細情
報が記された。このポートフォリオを含んだ
実習成果は、関係者（生徒の場合は保護者や
学校教師）に「ケース報告会」において報告
され、されに関係者の合議の上で、「できま
すシート」が更新され、次なる実習の内容や
業務内容が計画された。特別支援校生徒にお
いてはこれらの内容は、個別の指導計画など
の既存の情報システムに盛り込まれた。 
 
 
４．研究成果 
（1）個別個人におけるポートフォリオの書
式 

 上図は、2010 年から開始された特別支援
学校生徒に対して作成されたポートフォリ
オ（「できます」シート）の書式である。実
習等を通して直接観察された具体的な行動
事例（「できた」）と、その先行条件、結果を
記載し、より一般的にまとめられる「できる」
の可能性を記述したうえで、それを確認する
ための試みの提案（確認したいこと）、そし
てそこから想定させる新しい行動内容（新し
い「できる」こと）への展開が記入できる。 
 確認したいこと、新しい「できる」ことに
ついては、現状での「できたこと」の集成を
関係者で討議し、次なる支援者が、前進的に
実践を継続発展させる弁別刺激（手がかり）
となることが意図されている。 
 この「できますシート」は、従来の「個別
指導計画」と異なり、i) 具体的な行動の成
立条件としての「先行条件」およびその際に
必要な援助設定（支援ツールや人的プロンプ
トなど）と、その就労(実習)の場においてど
のような結果事象がもたらされたかという、
環境事象ごとの記述、すなわち「援助つきで
『できる』」ことを具体的に記載する点、 

ii) 「確認したいこと」「新しい『できる』
の提案」といった、次なる展開を関係者のあ
いだで討論してキャリアアップ支援を促進
させる援護的機能を持たせていること、 
iii) そして言うまでもなく「個別の指導計
画」よりも、具体的な支援のプロセスを含め
た行動の記述を累積していける、という特徴
を持つ。 
 この「できますシート」の書式については、
これまでの就労実習での記録や、市内の特別
支援学校における数年にわたる協議の結果、
改良を重ねてきた共同制作物であり、N特別
支援学校ではこの修正版が、就労移行だけで
なく、小学部、中学部、高等部のいずれの学
部でも制作され、学部、学年を超えた、個別
の生徒の継続的支援のためのツールとして
実装するに至っている。 
 移行支援施設の利用者については、このポ
ートフォリオと作業中のパフォーマンスを
撮影したビデオを編集したものが、次なる就
労実習へのプロモーションとして利用され
た。また別の対象者において、本格就労の移
行書類として、以下の（2）におけるシミュ
レーションに際して作成された「できますシ
ート（キャリアシート）」が、履歴書として
使用された。 
 
（2）シミュレーションショップ(疑似店舗)
における行動の記述 
 本研究の特徴として、障害のある個人（生
徒・成人）における就労支援あるいは就労学
習(実習)の支援として、学校内でもなく、実
際の事業所（店舗）における OJTでもない、
構造化された疑似店舗におけるシミュレー
ションにおいて、参加者の潜勢力を最大限に
引き出し、またそれに必要な援助設定を実証
的・分析的に同定することが挙げられる。 
 そこでは、作業内容、客の行動など、可能
な限り当該の対象者の現状の「できる」に即
し、かつ「新しい『できる』」の可能性を見
極める設定が計画的に準備された。 
 今回の模擬店舗は、「喫茶店」仕様を採用
したが、それは清掃、開店準備などのルーテ
ィーン作業に加え、金銭の計算ややりとり、
また絶えず顧客の行動を注意深く観察しそ
れに対応する接客という社会的行動が求め
られ、これらは将来の就労の多くの職種おい
て応用可能性が高いと判断されたからであ
る。 
また本研究では、目的（3）で触れたよう

に、個別の職務上のスキルに加えて、対象者
自らが、 作業内容をやりやすくするために、
自らが作業環境を変更するといった広義の
自己管理行動の出現を促進する設定をその
獲得プロセスとともに検討した。具体的には、
予定変更などにも対処できるようなスケジ
ュール表の記入や、それに従った作業開始な



どを、自らが行う状況設定の検討である。こ
こでは店内の接客業務を並行して、電話によ
るデリバリーの時間指定や回収時間の設定
などについて、対象者がスケジュール表にそ
の予定を自ら書き込み、作業手順の変更に対
応できるかが検討された。下図は、特別支援
学校高等部の生徒が、そうしたスケジュール
管理の獲得の過程を示したものであるが、デ
リバリーに関して、注文電話の後すぐに配達
するという容易な段階から、配達客の希望な
どにより当初のスケジュールを変更して対
応するといった難度の高い課題へ、対処して
いく過程を示したものである。実践前は、急
なスケジュールの変更は、対象者にパニック
を誘発させる、などの日常場面からの報告も
あったが、対象者自身が積極的にスケジュー
ル変更に参加する（＝自己管理）という方法
を導入すれば、そうした問題も回避できる可
能性が示された。 

 
（3）移行施設利用者によるピアサポートの
可能性 
 障害者（とりわけ知的に障害のある個人）
への就労支援にあたっては、従来、当該業務
の課題分析、そしてそれに基づいた全課題提
示法と系統的教示といった方法が支援方法
として一般的にとられてきた。本研究におい
ては、これまで述べたように、個別の課題ス
キルに加えて、対象者自らがスケジュールの
調 整 を 行 う な ど の 自 己 管 理
（Self-management）の可能性を検討してき
た。このことは単純労働の繰り返しではなく、
作業の裁量権の拡大という意味でのキャリ
アアップをとおして、当事者の就労自体への
関与を高め継続的就労の実現を促進しよう
というものである。 
 その自己管理の「延長」のひとつとして、
他の仲間に業務遂行について対象者自らが
支援するという設定が考えられる。そのこと
は自らの業務の改善や工夫にも反映するこ
とも期待できる。本研究では、移行支援施設
の成人グループによる宿泊施設の清掃業務
の支援を行ってきたが、業務分析、対象者グ
ループ内での業務改善のミーティングなど

に加えて、最終段階として、当事者メンバー
による新人の指導という設定の中で、合理的
かつポジティブな対応が可能か、そして指導
者自らの作業にも影響を及ぼすかが検討さ
れた。 
 下図は、成人の対象者 Aが、新人に宿泊施
設でのベッドメイキングを教える際の、指導
場面におけるポジティブな発言(相手の作業
を褒めたり励ましたりする)とネガティブな
発言（他人や自分を非難・卑下するような発
言）の単位時間あたりの発現頻度を、条件（教
える場面かそれ以外の場面かなど）ごとにそ
の推移を表記したものである。 

 対象者 Aは、平素、自分にも他人にもネガ
ティブな発言が目立ち、施設内でも問題にな
っており、Aが清掃業務を「教わる側」であ
った時期にもジョブコーチとのやりとりの
中で自らを卑下するような発言が多かった。
しかし、いったん「教える立場」になった場
合には、図からもわかるように、ポジティブ
な発言が増大することがわかる。この変容は、
この実習場面にとどまらず、施設にもどって
も継続したという報告が職員からもあった。
ピアサポートという就労における方法は、
「教える」という役割設定が、当該職場への
ひいては就労自体への積極的自己関与や継
続に有効な方法であることを示唆している。 
 
成果のまとめ 
 本研究では、障害（特に知的）のある生徒・
成人を対象として継続的就労に向けた支援
の方法について、1）当事者の「できる」情
報の蓄積・移行の方法、2）また職務内容の
設定自体については、従来、ともすると「単
純労働」の切り出しと思われがちであったも
のを、より当事者自身で職務方法の改善など
を行うような「自己管理行動」の獲得とその
支援方法について検討した。 
 その結果、障害のある個人においても、
様々な側面から、自らがより積極的に職務の
ありかたに参加しそのことで仕事遂行自体
が、当事者の QOL を高める（就労がそれ自
体が正の強化で維持される）ような支援の可
能性が示された。このことは、従来の就労の
ための教育方法を見直す必要を示している
のではないだろうか。 
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